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の結合の有無に依らず、IONP に比べて ICG の方が高い近赤外光吸収能に起因する










































く、PEG-ICGよりも高いがん/血液比を示した POZ-ICG（分子量 50 kDa、加水分解
割合 5%、ICG結合数 7.8個）を用いた PAIでは、がん部位での選択的な信号の増
加を認め、またその増加は投与量ならびにがんへの集積量に依存することを見出し













としての有効性を比較検討し、IONP に比べて ICG の方が PAI プローブの光吸収体と
してはるかに優れていることを見出した。
















POZ-ICGを用いた PAIで、がんの高感度な PAIに成功した。 
以上、本研究は、がんの高感度な PAI のためのイメージングプローブの開発に基礎
的な成果を収めたものであり、これらの知見は、今後のがんの基礎研究および臨床画
像診断への PAIの利用において有益な情報を提供するものと評価される。
よって、本論文は博士（薬学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成２９年２月１０日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合
格と認めた。 
